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北伊勢地域の戦国史研究に関する一試論（１)
近世に著された軍記・地誌の活用と展望
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伊勢軍記(桑図) 深谷部ノ城主―片岡掃部 東方―近藤左京進 ―







勢桑見聞略志 下深谷部―片岡掃部 元愛宕山―近藤右近 ―
三国地志 片岡堡―片岡掃部 北廻堡―近藤右京 ―
背書国誌 ― ― ―
桑名雑志 上深谷部古城跡主―片岡掃部 下深谷部古城跡主―近藤右京之助 ―
桑府名勝志
伊勢軍記 堺村城主―片岡掃部頭 北廻城主―近藤右京佐 ―
旧記 上深谷部村―片岡掃部 下深谷部村―近藤右京亮家教 ―















郷村案内帳 ― ― ―
案内帳 ― 下深谷部村古城跡―近藤右京亮 ―





























背書国誌 古谷久語 安永8年(1779)序文 伊勢国の地誌。





















































案内雑書 （不明） 近世後期頃か 書式は上記と同じ、完全な状態で残る。
各文献および『桑名市史』補編（桑名市教育委員会、1960年）より作成。
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北伊勢地域の戦国史研究に関する一試論（１)（水谷憲二)
柴田・瀧川は、美濃方面から進軍した信長の先鋒隊として桑名へ入り、上深谷部の「片岡」
を降したあと、南隣に位置する下深谷部の「近藤」を攻撃したと考えられる。もし、仮に「さ
か井」が坂井だとすれば、八風峠から入り、「西別所」を攻略した江州勢の道筋にあたるため、
江州勢が対応する方が妥当である。
このように、一次史料と地誌を対比させながら熟考すれば、また違った結論を導きだすこと
ができる。
○ｂ近藤（コンドウ）
城館の所在地および所領には、「北廻」・「北迫」・「北羽佐間」や「下深谷部」と記されたも
のがある。現在の桑名市には、「大字下深谷部字北廻」という地名が存在する。また、「北
廻」・「北迫」・「北羽佐間」は、すべて「キタハザマ」と読むことができる。
また、『公記』では「ふか屋へ之近藤居城」とあり、「ふか屋へ」＝「下深谷部」と繫げるこ
とができる点も問題はない。また、城主と領主においても若干の違いはあるとはいえ、大方が
「コンドウウキョウノスケ」と読めることで共通し、もしくは類似している。
その他、『略志』には「元愛宕山―近藤右近」とあり、「元愛宕山」は西別所村（現大字西別
所）にあたる(41)。この西別所の「元愛宕山」城館については、『公記』の天正元年の信長出陣
において、「西別所一揆楯籠候を、佐久間右衛門・羽柴筑前・蜂谷兵庫頭・丹羽五郎左衛門、
四人として取懸責破」（９月26日）とあるので、長島一向一揆との関連性を否定することはで
きない。
さらに、『伊勢（桑)』には「東方―近藤左京進」とあり、「東方」は現在の桑名市大字東方
にあたる。また、『伊勢名勝志』では、「下深谷部城址―近藤家高・家教」と「東方城址―近藤
右京進」があり、「近藤右京進」の城館跡と言われる「東方城址」は現在の桑名市大字東方字
西場様を示しており、『伊勢（桑)』に近似している。このように、『伊勢名勝志』では「下深
谷部城址」と「東方城址」の「近藤」の存在を示している。また、『伊勢（桑)』と『伊勢名勝
志』が記す「東方」と「近藤」は、『公記』の記述との共通点は見られない。
○ｃ中島将監（ナカジマショウゲン）
「中島将監」は、『伊勢北郡諸士録』（以下、『諸士録』と略す）が「中島将盛」とするが、
「将監」の誤りと考えられる誤差である。
また、該当した文献は、４点のみである。その中でも、『遺響』・『桑名志（古跡の部）』・『伊
勢名勝志』は、いずれも信長の軍記の長島一向一揆記事に沿う解説が付けられている。
したがって、中島将監は、本節で取り上げた３者の中でも、当該地における桑名郡内の領主
や城主としての認知が最も低いことがわかる。
むすび
本稿では、一次史料が不足する桑名市域の戦国史研究事情において、近世に著された軍記・
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地誌を交えての実証的研究を試みた。各章のまとめは、以下である。
第１章では、『公記』の長島一向一揆記事の信憑性を検証するため、日付と内容の両面から、
一次史料との比較を試みた。その結果、同記事の信憑性を包括的に結論づけるなら、日付にお
いては、完全な一致は少なかったとしても、矛盾するような箇所も見あたらなかった。内容に
おいても、長島出陣衆に関する記述などで十分な検討が必要な箇所もあったが、それ以外は日
付と同じく矛盾点は見あたらなかった。したがって、『公記』が一次史料と同等の価値がある
とまでは言えなくとも、長島一向一揆の記事については、使用に慎重を期すならば、比較的有
効な史料になりえる。
第２章では、『公記』の長島一向一揆の記事が信用に足るという第１章の結論をもとに、同
書６巻の天正元年の長島出陣において一向一揆に加担して信長に抵抗したと言われている小領
主層の「片岡」・「近藤」・「中島将監」に着目した。すなわち、『公記』において「城館・所領」
と「城主・領主」が確認できる小領主層は、当該地の軍記・地誌においてどのように記されて
いるのか、「城館・所領―城主・領主」の組み合わせにより、『公記』に対して他の軍記・地誌
を比較する方法をもって、その信憑性の検証を試みた。結果として、「中島将監」は信長の軍
記が強く影響しており、「片岡」と「近藤」は、信長の軍記と当該地の伝承との交雑により独
自性が確認できた。また、『公記』との比較検討を試みた場合、この３者の存在とその城館の
大方の位置に関する情報に限れば、決定的な誤謬も確認できなかったため、ある程度の信頼性
は期待できる。なお、『略志』は、他の軍記・地誌と異なる点が多かったことも付け加えてお
きたい。
引き続き、「北伊勢地域の戦国史研究に関する一試論（２)―近世に著された軍記・地誌の活
用と展望―」では、第３章で、まず軍記・地誌が記す桑名の小領主層と城館のデータを整理し、
そこから一次史料で確認できるものを明確にする作業などを行う。第４章では、存在が確実に
証明できる桑名の小領主層の中でも、近世から近代を通じて、その家系が確認できる小串家
（次郎左衛門尉詮行）・森家（清十郎）・矢田家（半左衛門）・伊藤家（武左衛門）に着目し、近
世以前から土着する小領主層の生き残り事例を提示する。
〔注〕
(１) 飯田良一「北伊勢の国人領主―十ヶ所人数、北方一揆を中心として―」（『年報中世史研究』９、
1984年）、同「員弁郡の国人領主について」（『員弁郡東員町山田 山田城跡発掘調査報告』、東
員町教育委員会、1984年）。
(２)『四日市市史』16（四日市市、1995年）451頁。
(３)「紹巴富士見道記」（『群書類従』18、続群書類従完成会、1928年、800頁）では、筆者の里村紹
巴は、永禄10年（1567）信長が長島の「一向念仏坊主」を攻撃する様を目撃している。
(４) 長島一向一揆については、金子昭弐「濃尾平野に於ける本願寺教団の発展と一向一揆」上・下
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(『日本歴史』161・162、1961年）、稲本紀昭「織田信長と長島一揆」（朝尾直弘教授退官記念会
編『日本国家の史的特質』近世・近代、思文閣出版、1995年）などがある。
(５) 本稿では、岡山大学池田家文庫等刊行会編『信長記』（福武書店、1975年）を使用する。また、
『信長記』には、太田牛一本と小瀬甫庵本の２種類があり、田中久夫の論考（「太田牛一著『信
長公記』成立考」、『帝国学士院紀事』５―２・３、1947年）以降、牛一本を『信長公記』、甫
庵本を『信長記』と区別するようになった（石田善人『信長記十五巻解題』、福武書店、1975
年、３頁）。本稿は、それにならう。
(６) 三鬼清一郎は、『信長公記』を含め、記録類に引用されている文書について、作者による何ら
かの潤色が施されている可能性があり、「傍証史料によって、その価値が確定できる限りにお
いて利用すべきで、拡大解釈を行ってはならない」と、使用上の注意点を言及している（「織
田政権の権力構造」、『講座日本近世１ 幕藩制国家の成立』、有斐閣、1981年、84頁）。
(７) 谷口克広「太田牛一著『信長記』の信憑性について―日付けの考証を中心として―」（『日本歴
史』389、1980年）。
(８)『愛知県史』資料編11織豊１（愛知県、2003年）393・496～527頁、奥野高廣『増訂織田信長文
書の研究』（吉川弘文館、1988年）を参照する。以下、『愛知県史』資料編11織豊１は、『愛県』
と略す。
(９)「氏家直元判物写（近聞雑録五七）」（『愛県』）496～97頁。
(10)「足利義昭御内書（安養寺文書）」（『愛県』）497頁。
(11)「彼一揆原所楯籠之間、可攻死之処、種々依令侘言赦免候」（「織田信長書状写 松涛棹筆>」、
『愛県』、393頁）。
(12)「織田信長書状（牧田茂兵衛氏所蔵文書）」（『愛県』）498頁。
(13) 稲本は、この文面を政治的言辞とし、陸地戦を主体とした軍団編成の限界を痛感したことによ
る撤退と推測している（稲本前掲論文43頁）。
(14)「織田信長朱印状（猪子文書）」（『愛県』）499頁。
(15)「北畠具豊書状(大湊町振興会所蔵文書)」（『愛県』）503頁。
(16)「塙直政書状(大湊町振興会所蔵文書)」（『愛県』）503頁。
(17)「不移其時日、勢州一揆等、加成敗平均候」（「織田信長書状 小早川家文書>」（『愛県』、
504～505頁）。
(18)「北畠家使者中書状案（太田家古文書）」（『愛県』）509～510頁。
(19)「鳥屋尾満栄書状（太田家古文書）」（『愛県』）510～511頁。
(20)「具九郎左衛門尉可申遣候、長島之事猶以詰陣申付候間、落居不可有程候、開陣候者則可為上
洛之条、期面談候」（「織田信長黒印状 徳富猪一郎氏所蔵文書>」、『愛県』）517頁。
(21)「織田信長黒印状写（古文書集）」（『愛県』）517頁。
(22) ７月20日荒木村重と高山右近は、摂津国中島で石山本願寺の一揆勢を攻撃し勝利している（谷
口克広『織田信長家臣人名辞典』（吉川弘文館、1995年、30・230頁）。
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(23)「長岡藤孝書状（永青文庫所蔵文書）」（『愛県』）522～23頁。
(24)「織田信長黒印状（永青文庫所蔵文書）」（『愛県』）518頁。
(25)「織田信長朱印状（永青文庫所蔵文書）」（『愛県』）519頁。
(26)「河うち敵城共落居之体」「男女悉撫切ニ申付候、身をなけて死候者も多候」（「織田信長書状
富田仙助氏所蔵文書>」、『愛県』、519頁）。
(27)「此表之事、篠橋落居以来弥押詰」（「織田信長黒印状 永青文庫所蔵文書>」、『愛県』、520～21
頁）。
(28)「織田信長朱印状（賜蘆文庫文書）」（『愛県』）521頁。
(29)『織田信長家臣人名辞典』（前掲）342頁。
(30)「羽柴秀吉書状（賜蘆文庫文書）」（『愛県』）521～522頁。
(31)「長島之事も存之外雑人原北入候て、無正体事推量之外候、はや城中ニ男女の餓死ことの外多
由相聞候」。
(32)「長岡藤孝書状（永青文庫所蔵文書）」（前掲）、『織田信長家臣人名辞典』（前掲）180～181頁。
(33)「織田信長朱印状写（玉証鑑）」（『愛県』）516～517頁、「織田信長書状（富田仙助氏所蔵文書）」
（『愛県』）519～520頁。
(34) 谷口によると、当時の河尻秀隆は織田信忠の軍団に所属し、天正２年から翌年まで東美濃で働
いているため、『公記』にある秀隆の長島参陣を誤記としている（谷口克広「織田信忠軍団の
形成と発展」、『日本歴史』419、1983年、53・55～56頁）。同氏の説に従えば、天正２年の長島
出陣には信忠も参陣していること、そして東美濃地方と伊勢長島の距離がさほど離れていない
ことを考慮すれば、短期間で長島より東美濃へ移動することも可能であるため、ここでは『公
記』の記事を完全に否定することは避けたい。
(35)「勢州軍記」（『続群書類従』第21輯上、続群書類従完成会、1983年訂正３版）７頁。
(36)「織田信雄分限帳」（『新編一宮市史』資料編補遺２、一宮市、1980年）273頁。
(37)『桑府名勝志』と『桑名志』が引用する「伊勢軍記」は、記述の内容が若干異なる箇所も見受
けられるため、各々調査の対象に加える。
(38)「往古ハ神田ノ森云、後堺村ト改メ、又上深谷部ト称ス」。
(39)『桑名郡志』中（歴史図書社、1980年）53頁。
(40) 稲本前掲論文44頁。
(41) 拙稿「近世地誌類にみる愛宕山城跡」（『愛宕山城跡発掘調査報告書』、桑名市教育委員会、
2006年）。
（みずたに けんじ 文学研究科日本史学専攻博士後期課程)
（指導：青山 忠正 教授)
2011年９月27日受理
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